
有料化や生ごみのバイオマス化などで延命化を図った第５期最終処分場ですが、
すでに満杯に近い状況です。
そして、来年９月からは第６期最終処分場の供用が開始します。
これまで以上に長く処分場を使えるよう、さらなるごみの減量が求められます。

２Ｐ・・・第３回定例会常任委員会審査報告（総務、民生、補正予算）

３～６Ｐ・一般質問

７Ｐ・・・一般質問、請願、陳情、意見書

８Ｐ・・・議案の賛否、議会の動き、編集室

第５期最終処分場（平成１９年４月供用開始）

第５期最終処分場（平成２６年１０月現在の様子）

目
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第
３
回
定
例
会
は
９
月
１
日

か
ら
９
月
２６
日
ま
で
の
２６
日
間

開
催
さ
れ
、
同
意
案
１
件
、
議

案
１８
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
１

件
を
審
議
し
、
同
意
案
、
議
案

１６
件
は
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り

同
意
・
可
決
し
、
２５
年
度
決
算

認
定
に
係
る
２
議
案
は
、
閉
会

中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
は
１
件
が
採
択
、
１
件

が
不
採
択
、
陳
情
は
不
採
択
と

決
し
ま
し
た
。

審
議
の
経
過
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

右
議
案
は
本
定
例
会
初
日
に

即
決
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

９
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
３
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
１

件
（
別
掲
）
の
審
査
を
行
い
、

議
案
は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

及
び
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類

及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

〔
主
な
質
疑
〕

・
住
宅
手
当
支
給
の
根
拠
は
。

〔
答
弁
〕

・
住
宅
の
維
持
管
理
費
の
補
助

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い

た
経
緯
が
あ
る
。

▼
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

〔
主
な
質
疑
〕

・
軽
自
動
車
税
の
改
正
が
全
て

の
車
に
適
用
さ
れ
る
と
、
税
収

は
ど
の
程
度
増
え
る
か
。

〔
答
弁
〕

・
３
８
０
０
万
円
程
度
増
え
る

見
込
み
で
あ
る
。

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る

協
議
の
件

民
生
常
任
委
員
会

９
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
、
議

案
９
件
の
審
査
を
行
い
、
議
案

は
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

▼
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

〔
主
な
質
疑
〕

・
子
ど
も
・
子
育
て
制
度
の
変

更
に
つ
い
て
、
保
護
者
へ
の
周

知
方
法
は
。

〔
答
弁
〕

・
広
報
に
特
集
記
事
を
掲
載
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
内
の
教
育
・

保
育
施
設
、
市
役
所
や
出
張
所

の
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
。

▼
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

〔
主
な
質
疑
〕

・
従
事
者
の
半
分
が
資
格
の
な

い
者
で
あ
る
小
規
模
保
育
Ｂ
型

は
保
育
の
質
か
ら
す
る
と
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕

・
保
育
士
の
配
置
の
も
と
で
、

保
育
士
以
外
は
、
基
礎
研
修
と

専
門
研
修
を
受
け
た
者
が
従
事

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

〔
主
な
質
疑
〕

・
来
年
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
の
対

象
年
齢
を
順
次
拡
大
し
て
い
く

が
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
配

置
は
。

〔
答
弁
〕

・
現
時
点
で
は
、

非
常
勤
職
員
・

臨
時
職
員
と
も

に
１０
名
ず
つ
必

要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

▼
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
道
央
地
区
環
境
衛
生
組
合
の

解
散
に
関
す
る
協
議
の
件

▼
道
央
地
区
環
境
衛
生
組
合
規

約
の
変
更
に
関
す
る
協
議
の
件

▼
長
沼
町
か
ら
の
し
尿
及
び
浄

化
槽
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
事

務
の
事
務
受
託

▼
由
仁
町
か
ら
の
し
尿
及
び
浄

化
層
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
事

務
の
事
務
受
託

▼
南
幌
町
か
ら
の
し
尿
及
び
浄

化
槽
汚
泥
の
処
理
に
関
す
る
事

務
の
事
務
受
託

補
正
予
算

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

補
正
予
算
額

１
億
２
１
０
２

万
８
千
円
の
増
額
。

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に

対
応
す
る
た
め
の
住
民
基
本

台
帳
・
税
務
シ
ス
テ
ム
の
改

修

１
９
９
３
万
２
千
円

・
西
部
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
整
備

１
０
５
３
万
４
千
円

・
水
痘
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
の
定
期
接
種
化

１
８
４
２
万
７
千
円

・
道
路
施
設
修
繕２

８
０
０
万
円

・
学
校
遊
具
の
修
繕
等

３
９
６
万
２
千
円

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
予
算
額

６
８
２
３
万
２

千
円
の
増
額
。

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
前
年
度
の
精
算
に
係
る
国
庫

負
担
金
返
還
金

６
７
２
８
万
４
千
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

補
正
額
予
算
額

１
９
３
４
万

１
千
円
の
増
額
。

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
前
年
度
の
精
算
に
係
る
介
護

給
付
費
負
担
金
の
返
還
金

１
９
３
０
万
３
千
円

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
予
算
額

３
０
１
万
８
千

円
の
増
額
。

〔
主
な
補
正
の
内
容
〕

・
前
年
度
決
算
に
伴
う
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納

付
金

３
０
１
万
８
千
円 修繕予定の学校遊具

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常 任任任任任任任任任任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第�����������������������回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

配布しているパンフレット



問
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
開

設
に
向
け
た
協
議
は
ど
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役
割
や

運
営
の
た
め
の
組
織
の
あ

り
方
に
つ
い
て
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問
認
知
症
の
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

を
示
す
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
取

り
組
み
は
。

答
症
状
に
合
わ
せ
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
医
療
や
介
護

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
機
関
名
や
ケ
ア
の
内
容
を

示
し
た
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
第

６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
期

間
内
に
作
成
し
た
い
。

問
早
期
診
断
を
行
う
医
療
機

関
を
増
や
す
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
当
市
の

医
療
機
関
と
の
連
携
は
。

答
認
知
症
支
え
合
い
事
業
で
、

嘱
託
医
を
配
置
し
、
相
談

し
な
が
ら
治
療
に
つ
な
げ
て
い

る
。
早
期
発
見
に
つ
い
て
は
市

内
に
専
門
機
関
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
市
外
の
医
療
機
関
も
視

野
に
入
れ
た
体
制
整
備
を
検
討

す
る
。地

球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
つ
い
て

問
計
画
策
定
の
目
的
は
。

答
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
事
業
者
や
市
民

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
策

定
。

問
地
域
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

力
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性

は
明
ら
か
。
官
民
学
の
連
携
で

地
産
地
消
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
に
取
り
組
む
べ
き
。

答
今
後
取
り
組
み
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
調
査
検
討
す

る
。

問
原
子
力
に
頼
ら
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
基
礎
自
治

体
か
ら
進
め
る
べ
き
。
市
長
の

見
解
は
。

答
将
来
的
に
は
原
子
力
発
電

の
代
替
と
な
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
原
発
ゼ
ロ

の
方
向
に
向
か
う
の
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

ほ
か
に
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

認知症や知的障がい、精神障がいなどに
より判断能力が不十分な方々が安心して地
域で生活を送るための相談や権利擁護の支
援、成年後見制度の普及・促進など。

問
置
き
雪
の
処
理
に
つ
い
て

市
民
か
ら
要
望
が
強
い
公

園
や
民
有
地
の
活
用
の
ル
ー
ル

化
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
昨
年
、
地
域
除
雪
懇
談
会

を
実
施
し
た
町
内
会
に
お

い
て
は
、
空
き
地
の
土
地
所
有

者
や
公
園
管
理
者
の
協
力
も
あ

り
、
業
者
や
市
民
の
方
が
議
論

を
重
ね
、
ル
ー
ル
化
が
実
現
し
、

平
成
２５
年
度
の
シ
ー
ズ
ン
よ
り

活
用
さ
れ
た
。

問
委
託
業
者
の
除
雪
車
で
あ

る
大
型
ロ
ー
タ
リ
ー
車
が

シ
ー
ズ
ン
中
に
故
障
し
て
、
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

答
市
が
所
有
し
て
い
る
大
型

ロ
ー
タ
リ
ー
車
２
台
の
う

ち
の
１
台
を
委
託
業
者
に
貸
し

出
し
、
排
雪
作
業
を
行
う
。
ま

た
、
委
託
業
者
が
除
雪
機
械
の

更
新
・
維
持
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
は
、
市
が
車
両
の
購
入
も

し
く
は
リ
ー
ス
を
行
い
、
委
託

業
者
に
貸
し
出
す
。

問
自
治
会
や
町
内
会
の
排
雪

支
援
事
業
の
単
価
改
正
は

平
成
２７
年
度
か
ら
と
前
回
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
方
針
は

進
ん
で
い
る
の
か
。
値
上
げ
分

は
自
治
会
や
町
内
会
に
も
負
担

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答
単
価
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
の
大
幅
な
上
昇
や
燃
料

費
の
高
騰
、
排
雪
量
の
実
績
等

を
加
味
し
て
改
定
す
る
方
針
で

あ
り
、
値
上
げ
分
の
負
担
方
法

に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

問
単
価
改
定
に
関
し
て
本
年

の
５
月
に
自
治
会
や
町
内

会
に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
る
が
、
値
上
げ

に
つ
い
て
賛
成
・
反
対
は
ど
の

程
度
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
排
雪
支
援
事
業
の
補
助
基

準
額
を
改
定
し
増
額
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
解
を
示

し
て
い
る
回
答
は
６５
％
で
、
実

際
に
値
上
げ
に
対
応
で
き
る
と

回
答
し
た
自
治
会
等
は
１４
％
で

あ
っ
た
。

ほ
か
に
農
業
の
振
興
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は

２
０
１
６
年
度
中
の
設
立
を
目
指
す

田
辺

優
子
議
員
（
無
会
派
）

佐藤 敏男 議員（民主・市民クラブ）

除雪に公園や民有地の活用を
ルール化によって昨年度から実施

権利擁護センターの役割
�����

排雪作業中の大型ロータリー車



問
昨
年
度
以
上
の
価
格
高
騰

か
ら
、
今
年
も
福
祉
灯
油

特
別
対
策
事
業
の
実
施
を
。

答
今
後
の
価
格
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
検
討
す
る
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
に
つ
い
て

問
課
税
誤
り
等
の
状
況
は
。

答
平
成
２３
年
度
に
総
務
省
に

報
告
し
た
件
数
は
平
成
２１

年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
３
年

間
で
６８
件
あ
り
、
内
訳
は
過
徴

収
が
５０
件
で
６
６
２
万
７
千
円
、

徴
収
不
足
が
１８
件
の
１
５
１
万

１
千
円
で
、
返
還
等
は
全
て
適

正
に
処
理
を
行
っ
た
。

問
過
徴
収
税
の
返
還
期
間
は

５
年
間
で
あ
る
と
認
識
す

る
が
、
札
幌
市
と
同
じ
無
期
限

で
の
返
還
は
で
き
な
い
の
か
。

答
今
後
、
研
修
会
や
裁
判
例

等
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

を
考
え
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の

適
切
な
運
用
に
つ
い
て

問
平
成
２０
・
２２
年
度
に
国
か

ら
通
達
さ
れ
た
損
害
賠
償

責
任
保
険
の
加
入
や
適
切
な
委

託
料
の
保
障
等
は
、
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
反
映
し
た
の
か
。

答
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
に

つ
い
て
は
、
基
本
協
定
書

に
盛
り
込
み
、
指
定
管
理
料
に

つ
い
て
は
適
正
に
積
算
し
て
年

度
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

問
各
指
定
管
理
者
の
加
入
状

況
は
。

答
２４
施
設
中
１５
施
設
の
加
入

で
あ
る
。

問
全
て
加
入
で
な
け
れ
ば
協

定
違
反
で
は
な
い
の
か
。

答
加
入
指
導
を
徹
底
す
る
。

問
適
正
に
積
算
し
て
い
る
と

の
答
弁
だ
っ
た
が
、
損
害

賠
償
責
任
保
険
に
対
す
る
積
算

項
目
と
金
額
の
内
訳
な
ど
を
明

確
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
積
算
項
目
で
明
記
の
部
署

と
諸
経
費
対
応
の
部
署
等

ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
今
後
統
一

を
図
っ
て
行
く
。

ほ
か
に
空
き
地
や
空
き
家

の
適
正
管
理
に
対
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

地方自治体が設置する『公の施
設』の管理運営を民間企業や各種
団体に委ねる地方自治法の規定に
基づく制度。北広島市では導入可
能な４２施設のうち、２４施設で導入
している。

問
総
務
省
が
推
進
す
る
コ
ン

ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
は
。

答
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
利
用

で
き
、
交
付
可
能
な
時
間

帯
が
長
い
利
点
は
あ
る
が
、
初

期
構
築
費
用
な
ど
多
額
の
経
費

を
要
す
る
の
で
引
き
続
き
検
討

す
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
シ

ス
テ
ム
変
更
に
伴
い
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
独
自
利
用
で

き
る
事
項
が
あ
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
導
入
の
良
い
機
会
で
は

な
い
か
。

答
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
新
方
式
は
、
現
行
方

式
に
比
べ
て
費
用
が
抑
制
で
き

る
利
点
も
あ
り
、
新
方
式
に
関

す
る
情
報
収
集
や
費
用
対
効
果

な
ど
、
今
後
も
調
査
を
続
け
る
。

危
険
な
空
き
家
対
策
は

問
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背

景
に
全
国
で
空
き
家
が
増

え
続
け
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
に
お
い
て
空
き
家
は
何
件

あ
る
の
か
。

答
平
成
２１
年
度
の
調
査
で
、

水
道
を
閉
栓
し
た
戸
建
住

宅
は
２
６
３
件
あ
る
。

問
そ
の
う
ち
危
険
な
空
き
家

は
何
件
あ
る
の
か
。

答
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
空

き
家
情
報
は
７
件
の
通
報

が
あ
っ
た
。
内
容
は
、
落
雪
関

係
が
２
件
、
屋
根
材
剥
離
が
２

件
、
そ
の
他
塀
の
傾
き
な
ど
が

あ
っ
た
。

問
危
険
な
空
き
家
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
措
置
を
執
っ

て
き
た
の
か
。

答
土
地
台
帳
や
近
所
・
不
動

産
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
り
、
所
有
者
の
連
絡
先
を

調
べ
、
電
話
や
文
章
で
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。
通
報
が

あ
っ
た
７
件
の
う
ち
５
件
は
解

決
済
み
で
あ
る
。

問
解
決
し
て
い
な
い
残
り
２

件
の
状
況
は
。

答
１
件
は
親
族
全
員
が
相
続

放
棄
し
て
い
る
た
め
と
、

も
う
１
件
は
所
有
者
と
連
絡
つ

か
な
い
た
め
で
あ
る
。

ほ
か
に
電
気
料
金
値
上
げ

に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た

居住する市区町村にかかわらず、
最寄のコンビニエンスストアで「住
民票の写し」「印鑑登録証明書」等
の証明書を取得できる。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
す
る
考
え
は

費
用
対
効
果
な
ど
調
査
を
続
け
る

大
迫

彰
議
員
（
公
明
党
）

今後の価格動向を見て検討する

福祉灯油特別対策事業実施は

武田 隆 議員（平政会）

コンビニ交付とは

指定管理者制度とは
�����

�����



問
大
曲
団
地
３
号
線
沿
い

に
、
数
年
前
よ
り
北
広

島
市
の
住
民
が
他
人
の
土
地

に
有
価
物
と
称
し
て
、
鉄
く

ず
な
ど
置
き
は
じ
め
周
辺
の

方
々
や
土
地
所
有
者
に
迷
惑

を
与
え
て
い
る
。
現
在
、
推

定
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
面
積

に
ど
れ
く
ら
い
の
量
の
有
価

物
が
置
か
れ
て
い
る
の
か
。

答
処
理
業
者
等
に
譲
渡
し
、

収
益
を
得
る
た
め
に
土

地
所
有
者
の
同
意
を
得
ず
に

推
計
約
２
千
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
集
め

て
き
た
鉄
く
ず
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
を
無
造
作
に
集

積
し
た
状
態
で
保
管
し
て
い
る
。

問
有
価
物
が
置
か
れ
て
い
る

土
地
所
有
者
は
何
人
で
、

土
地
所
有
者
は
現
状
を
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
こ
の
占
有
地
は
１０
筆
の
民

有
地
で
、
所
有
者
は
８
名
。

全
て
の
土
地
所
有
者
が
市
外
に

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
２５
年
６

月
に
所
有
者
に
手
紙
を
出
し
た

が
、
３
名
は
宛
名
不
明
。
全
て

の
所
有
者
が
現
状
を
把
握
し
て

い
る
状
況
で
は
な
い
。

問
周
辺
住
民
が
迷
惑
し
て
い

る
以
上
、
市
と
し
て
で
き

る
対
策
は
取
る
べ
き
と
思
う
が
、

何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
も
石
狩
振
興
局

と
と
も
に
、
占
有
者
に
対

し
て
、
計
画
的
に
処
理
し
、
適

正
に
管
理
を
行
う
よ
う
に
指
導

し
て
き
た
。
市
独
自
の
対
応
と

し
て
、
監
視
、
指
導
を
継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
土
地
所
有

者
に
対
し
て
も
定
期
的
に
状
況

を
知
ら
せ
、
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
。

学
校
開
放
に
対
応
し

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
移
設

問
学
校
開
放
に
対
応
し
た
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
移
設
費
用
が
予
算

計
上
さ
れ
た
。
内
容
と
安
全
対

策
は
。

答
利
用
団
体
等
が
使
用
で
き

る
よ
う
、
収
納
ボ
ッ
ク
ス

に
入
れ
て
、
体
育
館
付
近
に
移

設
す
る
。
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
離
れ
て
い
る
４
校
に
は
、

新
た
に
１
台
を
設
置
す
る
。

ほ
か
に
教
育
問
題
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問
低
地
帯
の
自
然
観
察
ゾ
ー

ン
の
広
大
な
面
積
４５
�
の

一
部
を
市
民
、
道
民
の
命
を
守

る
施
設
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
道
警
、
開
発
局
、
北
海
道

の
関
係
団
体
に
呼
び
掛
け
、
最

高
の
交
通
結
節
地
域
の
優
位
性

を
活
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、

特
に
冬
道
の
ア
イ
ス
バ
ー
ン
等

の
ス
リ
ッ
プ
体
験
施
設
の
誘
致

を
。

答
開
発
局
か
ら
占
用
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
事

業
主
体
、
利
用
期
間
、
施
設
整

備
や
運
営
の
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。小

規
模
校
に
伴
う
課
題

問
団
地
内
中
学
校
の
学
級
、

生
徒
数
の
現
状
は
。

答
広
葉
中
は
６
学
級
１
９
３

名
、
緑
陽
中
は
６
学
級
１

５
８
名
で
あ
り
、
広
葉
中
は
現

在
規
模
で
推
移
す
る
見
込
み
で

あ
る
が
、
緑
陽
中
は
平
成
３１
年

に
は
８０
名
程
度
と
な
り
、
各
学

年
１
学
級
と
な
る
見
込
み
。

問
小
規
模
校
の
課
題
の
想
定

と
解
決
方
法
は
。

答
細
か
い
指
導
が
で
き
る
一

方
、
人
間
関
係
の
固
定
化

や
子
ど
も
同
士
が
切
磋
琢
磨
す

る
機
会
の
減
少
、
部
活
動
の
設

置
、
教
職
員
数
の
減
少
に
よ
る

教
科
等
の
課
題
が
あ
る
。
対
応

と
し
て
、
学
校
統
合
、
小
中
連

携
教
育
、
小
中
一
貫
教
育
や
特

認
校
制
度
等
が
考
え
ら
れ
る
。

共
栄
工
業
団
地
の
土
地

利
用
用
途
の
見
直
し
は

問
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
用
途
の
見
直

し
を
幾
度
も
指
摘
し
て
き
た
国

道
２
７
４
号
沿
い
は
、
工
業
専

用
地
域
指
定
の
た
め
工
場
し
か

建
設
で
き
な
い
。
見
直
し
の
考

え
を
伺
う
。

答
見
直
し
方
針
に
該
当
す
る

こ
と
か
ら
、
国
道
の
沿
道

を
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
利
便

施
設
の
立
地
を
誘
導
す
る
た
め
、

用
途
地
域
を
見
直
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ほ
か
に
行
財
政
構
造
改
革

大
綱
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

大
曲
の
有
価
物
の
不
適
切
保
管
は

監
視
、
指
導
を
継
続
し
て
い
く

藤
田

豊
議
員
（
公
明
党
）

橋本 博 議員（改革フロンティア）

遊水地利活用に新たな発想を
施設や運営の可能性を検討する

膨大な量の有価物

見直し対象の国道２７４号



問
日
本
国
内
で
フ
ッ
化
物
洗

口
が
行
わ
れ
て
か
ら
４０
年

以
上
が
経
過
す
る
。
現
在
ま
で

健
康
被
害
に
つ
い
て
の
報
告
は

な
い
。
国
は
平
成
１５
年
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
都
道
府
県
に
通
知
、

道
は
平
成
２１
年
に
「
歯
・
口
腔

健
康
づ
く
り
８
０
２
０
推
進
条

例
」
を
制
定
。
更
に
は
平
成
２５

年
に
、
北
海
道
歯
科
保
健
医
療

推
進
計
画
を
策
定
。
保
育
所
・

学
校
等
に
お
け
る
フ
ッ
化
物
洗

口
の
推
進
を
重
点
施
策
に
位
置

付
け
て
い
る
。
道
内
の
平
成
２５

年
度
末
実
施
状
況
は
、
１
５
９

市
町
村
、
１
０
３
１
施
設
で
実

施
し
て
い
る
。
安
全
性
が
確
立

し
、
確
実
に
予
防
効
果
が
実
証

さ
れ
て
い
る
今
日
、
早
期
に
集

団
施
設
で
の
実
施
に
踏
み
切
る

べ
き
で
は
。

答
歯
科
医
師
会
・
医
師
会
等

関
係
者
と
、
学
校
や
保
育

所
で
事
業
を
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
協
議
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
実
施
に
向
け
、
関
係
者
と

協
議
す
る
と
い
う
前
向
き

な
答
弁
と
理
解
す
る
。
本
市
は

「
子
育
て
北
海
道
一
」
を
目
指

し
、
子
ど
も
の
歯
の
健
康
の
た

め
に
も
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
努
力
願
い
た
い
。

答
歯
科
医
師
会
や
教
育
・
保

育
現
場
な
ど
の
理
解
と
協

力
を
得
て
、
児
童
保
護
者
の
疑

問
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、
よ
り

よ
い
方
法
で
実
施
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

土
地
情
報
の
充
実
は

地
権
者
の
把
握
か
ら

問
売
買
可
能
な
土
地
情
報
の

充
実
は
空
き
地
解
消
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
。
地
権
者
の
把
握

に
努
め
、
買
い
手
は
本
市
の
詳

細
を
知
り
得
な
い
の
で
、
物
件

が
市
の
ど
の
辺
り
に
位
置
し
、

周
辺
に
ど
の
よ
う
な
施
設
等
が

あ
る
の
か
は
必
須
項
目
だ
が
。

答
指
摘
の
よ
う
に
市
外
者
の

閲
覧
を
前
提
と
し
て
、
公

共
施
設
や
商
業
施
設
、
医
療
機

関
な
ど
の
表
示
、
市
全
体
図
で

の
表
示
な
ど
に
つ
い
て
、
創
意

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

ほ
か
に
住
生
活
基
本
計
画

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問
西
部
地
区
で
は
生
活
に
欠

か
せ
な
い
衣
料
品
等
の
調

達
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
農
協
の
店
舗
が
閉
店
し
て
以

来
、
生
鮮
品
や
衣
類
な
ど
入
手

が
困
難
と
な
り
、
特
に
高
齢
者

の
多
く
は
生
活
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
。
高
齢
化
や
人
口
減
少

で
車
な
ど
で
買
い
物
に
行
け
ず

に
困
っ
て
い
る
過
疎
地
域
に
お

け
る
買
い
物
弱
者
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
市
内
の
商
店
が
平
成
２５
年

度
よ
り
国
の
地
域
型
買
い

物
弱
者
対
策
支
援
事
業
を
活
用

し
、
移
動
販
売
を
実
施
し
て
い

る
。

問
市
内
の
商
店
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
移
動
販
売
車
は

お
年
寄
り
に
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
会
に
限

り
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
販

売
行
為
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

答
公
共
施
設
で
の
販
売
行
為

は
禁
止
し
て
い
る
。

問
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例

施
行
規
則
第
１０
条
「
特
に

市
長
が
認
め
る
行
為
」
に
あ
た

る
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
事
業

に
限
っ
て
の
販
売
を
認
め
て
は

ど
う
か
。

答
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
調

査
結
果
を
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。

札
幌
新
道
の
整
備
に
つ
い
て

問
札
幌
市
で
は
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
高
速
道
路
の
側

道
で
あ
る
札
幌
新
道
を
整
備
し

て
い
る
が
、
当
市
で
も
三
井
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
出
店
に
よ

る
周
辺
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞

解
消
に
札
幌
新
道
を
大
曲
イ
ン

タ
ー
ま
で
延
伸
で
き
な
い
か
。

答
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
大

曲
通
か
ら
厚
別
東
通
は
２７

年
度
の
完
成
予
定
。
北
広
島
イ

ン
タ
ー
ま
で
の
延
伸
は
、
す
で

に
市
街
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、

難
し
い
。

介
護
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

問
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
新
た
な
介
護
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

答
施
設
整
備
の
必
要
性
と
利

用
者
の
負
担
な
ど
を
考
慮

し
て
検
討
す
る
。

ほ
か
に
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て

対
策
の
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る

「フッ化物局所応用に関するガイドブック」より

谷
浦

浪
子
議
員
（
改
革
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

実施できるよう取り組んでいく

フッ化物洗口導入を早期に

鈴木 陽一 議員（改革フロンティア）

高齢者に好評な移動販売車



問
低
報
酬
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
処
遇
改
善
は
。

答
改
定
を
検
討
し
た
い
。

問
７
月
の
総
務
省
通
知
で
職

務
の
経
験
給
も
適
正
に
処

遇
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

学
童
指
導
員
に
主
任
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
の

で
は
な
い
か
。

答
通
知
に
基
づ
き
、
任
期
や

処
遇
を
検
討
し
た
い
。

入
札
・
契
約
に
つ
い
て

問
市
営
住
宅
共
栄
団
地
建
替

え
の
落
札
率
は
、
基
本
設

計
委
託
が
３６
％
、
実
施
設
計
委

託
が
４１
％
。
な
ぜ
低
落
札
率
な

の
か
。
予
定
価
格
は
妥
当
だ
っ

た
か
。
最
低
制
限
価
格
制
度
の

み
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
予
定
価
格
は
最
新
の
単
価

で
積
算
し
、
道
の
審
査
も

得
て
い
る
。
両
制
度
の
併
用
で

良
い
も
の
を
安
く
建
設
で
き
る
。

税
の
滞
納
等
に
つ
い
て

問
市
税
滞
納
状
況
は
。

答
昨
年
度
滞
納
者
は
３
６
７

７
名
、
滞
納
額
約
１２
億
円

余
、
差
押
え
４
１
３
件
。

問
的
確
な
納
税
相
談
等
さ
れ

て
い
る
か
。
延
滞
利
息
が

１４
・
６
％
と
高
利
。
利
息
軽

減
策
が
採
ら
れ
て
い
る
か
。

答
き
め
細
か
な
対
応
に
努

め
て
い
る
。
延
滞
利
息

は
本
年
１
月
よ
り
９
・
２
％

に
減
額
。
担
保
が
あ
る
場
合

は
一
部
免
除
。

問
生
活
窮
迫
の
場
合
、
滞

納
処
分
の
執
行
停
止
は

さ
れ
て
い
る
か
。

答
昨
年
度
は
１
７
０
名
に

対
し
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
を
行
っ
た
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問
今
ま
で
の
８
年
間
で
所
得

は
５
％
減
り
、
定
率
減
税

廃
止
。
消
費
税
増
税
等
で
さ
ら

に
負
担
増
だ
。
家
庭
ご
み
有
料

化
な
ど
の
負
担
が
年
間
１
人
当

た
り
１
６
０
０
円
。
ま
た
職
員

５４
名
削
減
、
給
与
は
８
年
間
で

１８
億
円
余
も
削
減
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
真
の
行
政
構

造
改
革
と
言
え
る
か
。

答
市
民
の
応
分
負
担
で
持
続

可
能
な
行
政
運
営
が
で
き
、

福
祉
増
進
に
つ
な
が
る
。

請請請請請請請請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願願願願願願願願
・・・・・・・・・・・・・・・・・
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情

▼
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容

認
す
る
解
釈
変
更
の
閣
議
決
定

を
再
考
し
、
国
民
的
議
論
と
慎

重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願

提
出
者

西
の
里
・
虹
ヶ
丘
憲

法
九
条
の
会

共
同
代
表

北
村

英
人

北
広
島
九
条
の
会

共
同
代
表

鈴
木

重
雄

付
託

総
務
常
任
委
員
会

結
果

総
意
に
よ
り
採
択

審
査
の
内
容

（
請
願
者
に
対
す
る
質
疑
）

・
国
民
投
票
を
し
て
国
民
の
審

判
を
仰
ぐ
と
い
う
の
は
、
憲
法

改
正
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

（
答
弁
）

・
憲
法
９
条
の
改
正
を
望
む
の

で
は
な
く
、
国
民
的
議
論
の
場

で
慎
重
審
議
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

提
出
者

新
日
本
婦
人
の
会

北
広
島
支
部

支
部
長

梁
川

協
子

付
託

総
務
常
任
委
員
会

結
果

多
数
に
よ
り
不
採
択

審
査
の
内
容

（
請
願
者
に
対
す
る
質
疑
）

・
閣
議
決
定
の
再
考
で
は
だ
め

な
の
か
。

（
答
弁
）

・
再
考
で
は
な
く
、
撤
回
を
望

む
も
の
だ
。

（
討
論
）

採
択
す
べ
き

永
井
議
員
及
び
田
辺
議
員

不
採
択
と
す
べ
き

川
崎
議
員

▼
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
に

関
す
る
陳
情
書

提
出
者

岡
本

哲
軌

付
託

総
務
常
任
委
員
会

結
果

総
意
に
よ
り
不
採
択

国会・政府に７件の意見書提出
意
見
書
第
１
号

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
（
脱
法
ハ
ー
ブ
）」
の
根
絶
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
第
２
号

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
第
３
号

産
後
ケ
ア
体
制
の
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
第
４
号

消
費
者
の
権
利
が
保
障
さ
れ
る
食
品
表
示
基
準
を
求
め
る
意
見

書

意
見
書
第
５
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
第
６
号

２
０
１
５
年
度
予
算
（
介
護
・
子
ど
も
）
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

意
見
書
第
７
号

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
解
釈
変
更
の
閣
議
決
定
を
再

考
し
、
国
民
的
議
論
と
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書

給与・報酬比較（２０１４年度）

江別市

１７２，２００円

１４０，１００円

４０２，２５５円

１４９，５００円

１４９，５００円

１４４，１００円

１６１，８００円

北広島市

１７２，２００円

１４０，１００円

４０６，９５９円

１３６，８００円

１３６，８００円

１３６，８００円

１４１，１００円

大学卒正規職初任給

高校卒正規職初任給

職員平均給与（４２～４３歳）

非常勤保育士（非常勤）

学童指導員（非常勤）

学校業務主事（非常勤）

管理栄養士（非常勤）

非
常
勤
職
員
等
の
処
遇
改
善
は

他
市
状
況
踏
ま
え
、
改
定
検
討
し
た
い

板
垣

恭
彦
議
員
（
日
本
共
産
党
）
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議案の賛否
8月
１日 広島観光コンベンションビュー

ロー来市表敬訪問
東広島市来市表敬訪問

４日 民生常任委員会
６日 群馬県安中市議会視察来市
８日 千葉県野田市議会視察来市
１１日 札幌広域圏組合議会定例会

（札幌市 議長）
１２日 大阪府豊中市議会視察来市
１９日 愛知県一宮市議会視察来市
２０日 庁舎建設特別委員会

千葉県流山市議会視察来市
２５日 議会運営委員会

石狩教育研修センター組合
議会（永井議員・滝議員）

２６日 北海道都市計画審議会（札
幌市 議長）
長沼町議会視察来市

２７日 道央廃棄物処理組合先進地
視察研修（議長・副議長・
鈴木議員）

２８日 石狩東部水道企業団例月出
納検査（恵庭市 議長）

２９日 石狩東部水道企業団議会定
例会（恵庭市 議長・副議長）

9月
１日 議会運営委員会

議員協議会
第３回定例会開会
（一般質問１０日、１２日、１６日）
議会広報編集委員会
会派幹事長会議

１１日 議会運営委員会
１６日 議会運営委員会
１９日 総務常任委員会
２２日 民生常任委員会
２４日 建設文教常任委員会
２６日 議会広報編集委員会

第３回定例会閉会
決算審査特別委員会
（１０月１７日、２０日、２１日、２９日）
議員協議会

10月
１日 神奈川県茅ヶ崎市議会視察

来市
２日 山口県下関市議会視察来市
７日 愛知県豊川市議会視察来市
８日 北海道市議会議長会道西支

部会議（千歳市 議長・副議長）
９日 議会広報編集委員会

芽室町議会視察来市
愛知県豊田市議会視察来市

１５日 福岡県議会視察来市
１６日 議会広報編集委員会
２１日 北海道市議会議長会役員会

（北見市 議長）
建設文教常任委員会

２７日 石狩東部水道企業団例月出
納検査（恵庭市 議長）

２８日 北海道都市計画審議会
（札幌市 議長）

２９日 全国市議会議長会基地協議
会北海道部会総会
（富良野市 議長）

３１日 民生常任委員会
静岡県磐田市議会視察来市

結果 可…原案可決 否…否決

賛否 ○…賛成 ×…反対 欠…欠席 （賛）…賛成討論 （反）…反対討論

広島市土砂災害被災者に義援金を贈りました
議員の親睦団体である議員会では、被災者の皆さんの支援の一助となる

よう広島市へ義援金２０万円を贈ることを決定し、９月８日、上野市長とと

もに中川議長が松井広島市長に義援金を贈りました。

平成２６年第４回定例会は、１１月２８日（金）から１２月１９日（金）まで開会
する予定です。正式な議会開会日や一般質問などの日程については、１１月
２１日（金）に開催される議会運営委員会で決定します。詳しくは議会事務
局にお問い合わせください。 （内線７３４）

▼
第
３
回
定
例
会
会

期
中
の
９
月
１１
日
は
、

前
日
か
ら
降
り
続
い

た
大
雨
で
市
議
会
も

延
会
に
な
り
、
各
議

員
そ
れ
ぞ
れ
が
避
難

所
の
訪
問
や
危
険
箇

所
地
域
の
見
回
り
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
に
か
か

わ
る
請
願
書
が
複
数
出
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
再
考
を
う

な
が
す
請
願
書
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
と

思
い
ま
す
。
北
広
島
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
こ

れ
か
ら
も
平
和
の
灯
を
灯
し
続

け
て
い
き
ま
す
。

▼
来
年
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
基
準
に
関
す
る
３

つ
の
条
例
が
今
定
例
会
で
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
子
ど
も

た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
た
め
に
市
議
会
と
し
て

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
永
井
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長

尾
崎

弘
人

副
委
員
長

谷
浦

浪
子

委

員

永
井

桃

田
辺

優
子

國
枝

秀
信

大
迫

彰

第４回定例会
〒
061‐

1192
北
海
道
北
広
島
市
中
央
４
丁
目
２‐１

�
011�

372�
3311 （

代
表
）

�
編
集
議
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広
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編
集
委
員
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発
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北
広
島
市
議
会

�
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き
た
ひ
ろ
し
ま
市
議
会
だ
よ
り

反

対

３

４

４

賛

成

１７

１６

１６

無会派

田
辺

優
子

○

×

×
（
反
）

中
野

募

×

×

×
（
反
）

中
川

昌
憲

議
長

議
長

議
長

日本共産党

永
井

桃

×

×

×

板
垣

恭
彦

×
（
反
）

×
（
反
）

×

改革フロンティア

鈴
木

陽
一

○

○

○

谷
浦

浪
子

○

○

○

野
村

幸
宏

欠

欠

欠

橋
本

博

○
（
賛
）

○

○

公明党

大
迫

彰

○

○

○

藤
田

豊

○

○

○

木
村
真
千
子

○

○

○

平政会

立
崎

弘
昭

○

○

○

尾
崎

弘
人

○

○

○
（
賛
）

武
田

隆

○

○

○

畠
山

勝

○

○

○

川
崎

彰
治

○

○

○

民主・市民クラブ

西
田

裕
司

○

○

○

中
田
富
美
男

○

○

○

滝

久
美
子

○

○

○

國
枝

秀
信

○

○

○

佐
藤

敏
男

○

○

○

議
決
結
果

可

可

可

職員の給与
に関する条
例及び企業
職員の給与
の種類及び
基準に関す
る条例の一
部を改正す
る条例

税条例等の
一部を改正
する条例

一般会計補
正予算（第
３号）

ホームページアドレス（携帯電話と兼用）http://www. city. kitahiroshima. hokkaido. jp/
（第３回定例会の会議録は１月１日以降パソコンで見ることができます。）

１１月２８日（金）～１２月１９日（金）の予定

第３回定例会の傍聴者
７７人

議会の動き


